
　
当
欄
は
投
稿
や
寄
稿
を
通
じ
て
読
者
の
参
考
に
な
る

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
〒
１
０
０
―
８
０
６
６
東
京
都

千
代
田
区
大
手
町
１
―
３
―
７
日
本
経
済
新
聞
社
東
京

本
社
「
私
見
卓
見
」
係
ま
た
は
ｋａｉｓｅｔｓｕ
＠
ｎｅｘ．ｎｉｋ

ｋｅｉ．ｃｏｍ
ま
で
。
原
則
１
０
０
０
字
程
度
。
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
。
添
付
フ
ァ
イ

ル
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
趣
旨
は
変
え
ず
に
手
を
加
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
子
版
に
も
掲
載
し
ま
す
。
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「公正な移行」、ＥＵを参考に

「

　
近

、

公
正

年

な
移
行

素
移

方

、

行
に

え

い

注

と

れ

う

さ

。

が

こ

考

炭

伴

労
働る

は

い

脱

う

者 」
や
れ

目

て

目

す
指

年
採

。

済

地

産

、

へ

域

の

影

ど

響

経

を

だ

０
負

１

な

の

も

の

軽業

の

２

減

５

が

移

に

リ

も

行

不

、

際

載
定

公

」

な正

の

と

「

欠

る

択

記

な

さ

協

可
パ

ど

国

れ

的

に
そ

が

要

れ

州

。

性

に

（

重

Ｅさ

る

欧

連

は

正

識

で

Ｕ

す
の

て
い

合認

公

　

）

「

な
移

を
導

行
基

行

ム

の

中

正

金

「

の
し規

ズ

公
カ

模

は

」

１
７

ニ

核

」

５
億

入

メ

、

移
な

。

な

や

業

研る

基
金

企

に

業

換

開

上

の

は

究

発

小
後中
の

押

転

ど
事

し

の
企
業
向金

び

の

に

グ

を
拠

、

支

ス

ン

直

な
援ど

働
者

け

資

リ

リ

キ

（

）け

労

し

援

も

支

向

学

の

が

出

る

ズ

。

ず

。

い

し

同

ニ

つ

る

ま

脱
炭

移

に

カ

　

メ

ム

は

て

３

あ

素

行

特
徴

に
欧

伴

強

欧

。

配

産へ

影

い

く

る

分

東

国

大

に

炭

金

東

け

資

諸

き

は

悪

受

響

が

うの

を

域
地

。

ら
だ

に
脱
炭

移

炭

け
や

い

素

減

か

要

行

す
多

、

少
次

受

需

の
影

石

響

が

く

を

な
ど

記
載

た
し

成
「

な
移

正

に

や

必
要

を

の

標

向
な

公
に

け
た

達

課
事

年

目

題
業

査

る

し

が

、

を
に

計

各
審

成

州

を
受

行

地

委

欧

査

」
会画
員

け
作

て

域

よ

い

る
。
審ら

、

に

各

可

な

地
域
に じ
援
を

と

た

が

。

対

に

て

地
域

実
情

の

即
し

通
支

能

　

る

さ

は
の

れ

申

力
委

に

提
る

必 る

能

支

行
わ

い

員

請

州

や

開

す

供

が

て
情

援

欧

会

報

。

発
域

イ
ト

で

要

各

ウ

例

サ

上

ェ

し
の

良

や

ブ
情

有

、

地

優

域

報

を

各

共

地

の

な

事

公
的

日

化

の

画

強

企

に機

業

る

行

力て

遣

い

の

　

家

し

や
向関
け

て

遂

能

計

専
門

も
派

。

で

可

産

現

業

脱
が

炭

構

欠

は

造

あ

正

の

素

公

行

、

も
換

な

転に

にり

実

不

向
け

本

移

）
ラ基

本

シ

Ｘ

取
た

必

グ

ン

ス

が

リ

ト

ー

ー

メ

ォ

ン

み
組

。
だ

ン

ー

（
Ｇ

ョ

り
フ

要社

は

会

針

体

方

全

、

で

の

得

て

に

、

ル

の

新

け

た

Ｇ

な

や

働

キ

移向

ス

Ｘ

獲

動

支

労

の性
が公

正
な

援

る

移

た

重

　

よ

行

要

し

の

か
し

さ
に
ど

な
正

、

れ

日

。

示な

本

公特

加
な
い

でみ

行
速
が

り

十

移

た

。
向

分

中

は

組

小

の

に

取

は

企
業

に

取

け

み

り
組

く

と

と

し

。

ま
む

急

素

依

数

務

に

組

炭

小

業

に

然

て

取
少

脱

ど

り

り

中

は

企

だ

、
多

な

支

ど

め

し

。

中
の

資

材

ウ

の

が

・

ウ

求

ノ

を

る

こ

業
企

人
・

て

援

い

　

う 小

ハ

金

重

な

の

要

体

企

が
業

大

業

立

自

企

き

伴

に

治

る

。た

型

が

走
地

だ

に

は

役
割

援

す

支

さ

応

が

限

が

対

あ

Ｅ

政

に
Ｕ

事

に

、、

例
を
参
考
る

は

れ

界

が

の

。
に

は

府
る

待
期

影

自

炭

行

治

移

、

悪

響
が

体
に

な

絞

り

治

脱

の

素

を

体

公

、

正

自

的

大の

な
移

き

行

援

、

の
資

化

金

や

計

な

援

情

の

支

支

強

画

ど

供

定

正

移

な

報

、

策

を

公

行
を

提
い
行

す

後

る

ら

こ

し

と
が

め

。

求

押

る
れ


